
 

出土品は、縄文時代後期の

加曽利
か そ り

Ｂ式土器を中心に

打製
だ せ い

石
せき

斧
ふ

、磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

、石
いし

皿
ざら

 

などがあります。 

 

  

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

  

 

 

 町指定重要文化財 ストーンサークル 昭和 48年 8月 28日指定 

 

金
子
と
山
田
の
間
に
位
置
す
る
台
地
は
、
１
９

６
０
年
代
に
第
一
生
命
本
社
の
移
転
計
画
（
現
ビ

オ
ト
ピ
ア
の
場
所
）
に
よ
り
発
掘
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
、
多
数
の
石
の
組
み
合
わ
せ
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
下
か
ら
死
者
を
葬
っ
た
と
思
わ
れ
る

穴
や
人
の
歯
の
小
片
な
ど
が
出
土
し
、
縄
文
時
代

後
期
（
約
４
０
０
０
年
～
３
０
０
０
年
前
）
の
墓

地
と
み
ら
れ
ま
す
。 

 

石
の
配
置
は
、
環
状
に
石
を
並
べ
た
も
の
、
大

き
め
の
石
を
中
心
と
し
て
周
り
に
数
個
の
石
を

置
い
た
も
の
な
ど
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
副
葬
品
と
し
て
硬
玉
製
の
玉
、
土
偶
、
土
器

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。 

 

国
内
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
、
縄
文
時
代
中

期
以
降
、
信
仰
に
関
係
し
て
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
金
子
台
の
遺
跡
で
は
明
確
な
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
の
形
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
近
年
、、
配
石
遺
構
の
名
称
が
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

金子台遺跡 ストーンサークル 

金子台遺跡 


